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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
ら慧慌鎚淵醗敵化都市をめざす市屋生翌享
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民恵章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

説

－ －
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一

期間:9月2旧(士)から30日(月)まで市
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
基

金
を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
と

一
体
と
な
っ
て
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
た
め
、
「
社
会
福
祉

事
業
基
金
運
用
益
金
活
用
制
度
」

を
設
証
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
社
会
福
祉
事

業
基
金
の
運
用
益
（
利
思
）
の

一
部
を
活
用
し
て
、
市
内
に
あ

る
福
祉
関
係
の
民
間
団
体
が
、

福
祉
活
動
を
行
う
団
体
に
補
助
金
を
交
付

｡

秋の全国交通安全運動を実施活
動
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に

事
業
を
新
た
に
開
始
し
た
り
、
事

業
を
さ
ら
に
拡
張
す
る
と
き
な
ど

に
、
そ
の
団
体
の
〃
初
期
活
動
〃

の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、
補
助

金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
社
会
福
祉
事
業
基
金
は

市
民
の
皆
ざ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

寄
付
金
と
、
市
の
一
般
財
源
か
ら

の
被
み
立
て
に
よ
り
、
４
億
２
４

０
０
万
円
あ
り
、
こ
の
利
息
の
う

９
月
別
日
（
土
）
か
ら
釦
日
（
月
）
ま
で
の
扣
日
間
、
秋
の
『
全

国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
を
間
近
に
、
マ
イ
カ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
、
こ
れ
か
ら
ご

家
族
・
友
だ
ち
同
士
で
、
旅
行
に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
な

る
一
方
で
、
交
通
事
故
の
発
生
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
楽
し
い

幸
せ
な
家
庭
を
一
瞬
に
し
て
不
幸
に
お
い
や
る
交
通
事
故
を

な
く
す
た
め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

〃
ゆ
ず
り
あ
い
″
の
精
神
で
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
・
我
孫
子
警
察
署
Ⅱ

’
ち
、
今
年
度
は
、
１
６
０
万
円
を

補
助
金
と
し
て
予
算
化
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
補
助
期
間
は
原
則
と
し

て
３
年
間
、
事
前
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
協
議
雪
に
よ
り
、
審
査
の

う
え
、
決
定
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
事
業

①
在
宅
福
祉
等
の
普
及
お
よ
び
向

上
に
関
す
る
事
業

レハ、

I
圭
を
裡
麺
癖
蔽
轆
配
雑
嶬
峰
紳
鍾
蕊

一
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
今
年
は
、
「
ま
ず
徐
行
事
故

”
は
無
理
か
ら
過
信
か
ら
」
を
ス

ｖ

ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
一
斉
に
秋
の

堅》
、
〃
交
通
安
全
連
動
〃
が
実
施
さ
れ

）
ま
誘
回
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
を
第
一
に
、
ま
た
、
着
用
率

弗
の
低
下
が
目
立
つ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

よ
の
徹
底
や
自
転
車
の
並
列
走
行
、

証
交
通
の
妨
げ
と
な
る
放
霞
自
転
車

し
の
追
放
な
ど
に
つ
い
て
、
垂
点
に

毒
行
い
ま
す
。

評
こ
の
機
会
に
運
転
者
も
歩
行
者

過
も
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
〃
交
通

趾
マ
ナ
ー
〃
を
守
る
よ
う
、
今
一
度

の
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ドー
『
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ト
リ
ｆ
１
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
ｊ
ト
リ
ト

罹
一
鶇
柵
峠
川

は
今
間
高
齢
者
の
事
故
の
原
因
と
し
て
、

娠
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
車
の
直
前

②
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ

く
り
の
推
進
に
関
す
る
躯
業

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発

化
に
関
す
る
事
業

▼
申
し
込
み
方
法
平
成
９
年

度
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
団
体
は
、
協
議
書

（
市
厚
生
課
に
用
意
）
を
９
月

釦
日
〈
月
）
ま
で
に
直
接
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ
厚

生
課
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３

８
５

I
－

●
》

寺

今
年
６
月
、
市
内
で
行
っ
た
。
ン

Ｉ
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
交
で
は
、

的
・
２
％
と
い
う
予
想
を
下
回
る

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
が
毎
時
“
町
の
速
度
で

術
突
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
体

に
か
か
る
衝
撃
力
は
体
璽
の
３
倍

に
も
な
り
ま
す
が
、
そ
の
術
蝶
か

ら
体
を
支
え
て
く
れ
る
の
が
〃
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
〃
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
運
転
者
は
も

ち
ろ
ん
、
同
乗
者
の
方
の
身
を
守

る
大
切
な
〃
命
綱
″
で
す
。

率
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず
↓
ン
Ｉ
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

句
ｆ
９
ｔ
ｊ
卜
叩
ｆ
＃
ｆ
ぅ
ｆ
ｊ
ぐ
う
卜
ぅ
卜
令
卜

｛
ｅ

一
夜
間
無
謀

》
運
転
の
追
放

全今

交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、
夜

間
よ
り
昼
間
の
方
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
死
亡
率
故
に
限
っ
て

み
る
と
、
夜
間
の
割
合
の
方
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

夜
間
の
運
転
は
昼
間
よ
り
疲
労

が
増
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
覚
も
鈍
く

な
る
一
方
、
交
通
量
が
少
な
い
こ

一－－1－1へ

可
ト
リ
ｆ
リ
ト
↑
ｆ
ぅ
ｆ
ぅ
卜
ぅ
卜
ぅ
ｆ
ｊ
ｆ
外
４

－
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

一
着
用
の
徹
底

直
後
や
検
断
・
飛
び
出
し
な
ど
、

い
ず
れ
も
無
理
な
行
動
に
よ
る
も

の
で
す
。

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
体
力
や

運
動
能
力
が
衰
え
、
反
射
神
経
も

鈍
く
な
り
、
と
つ
き
の
判
断
や
行

動
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
自
転

車
や
歩
行
中
の
高
齢
者
を
見
か
け

た
と
き
は
、
い
つ
で
も
停
止
で
き

る
速
度
で
、
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に

よ
る
率
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

夜
間
、
運
転
の
際
は
、
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
は
も
ち
ろ
ん
、
飲

酒
運
転
な
ど
に
は
特
に
注
意
し
、

気
持
ち
を
引
き
し
め
、
〃
慎
重
〃

に
安
全
運
転
を
心
が
け
る
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

司
卜
ｊ
ぐ
う
ｆ
ｊ
ｆ
１
ｆ
う
ぐ
リ
ト
ｊ
ｆ
ｊ
ｔ
リ
ト

令一
自
転
車
の
通
行

》
マ
ナ
ー
の
向
上

ｇ
）寺

自
転
車
は
手
軽
な
乗
り
物
と
し

て
、
ま
た
、
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
墹
進
に
と
、
そ
の
利
用
度
は

益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
自
転
車
も

〃
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
大
丈
夫
〃
と

軽
い
気
持
ち
で
、
買
い
物
途
中
に

路
上
に
違
法
駐
車
し
、
交
通
の
妨

げ
を
し
た
り
、
最
近
は
、
歩
行
者

を
巻
き
込
ん
だ
無
謀
な
運
転
や
夜

間
の
無
灯
火
運
転
な
ど
の
交
通
マ

ナ
ー
の
悪
さ
か
ら
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

正
し
く
安
全
に
利
用
す
る
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
り
、
歩
行
者
や
自
動

車
の
運
転
者
に
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
よ

』
『
ノ
。

私
た
ち
が
、
ふ
だ
ん
何
げ
な

く
使
っ
て
い
る
水
道
の
水
は
、

市
の
地
下
水
と
江
戸
川
の
河
川

水
（
市
全
体
の
約
釦
％
）
で
賄

っ
て
い
ま
す
。

関
東
地
方
で
は
、
６
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
、
降
雨
量
が
例

限
り
あ
る
資
源
〃
水
〃
を
大
切
に

年
に
な
く
少
な
く
、
水
源
で
あ
る

利
根
川
上
流
の
ダ
ム
の
貯
水
量
も

激
減
。
こ
の
た
め
、
当
市
も
水
不

足
の
影
響
に
よ
り
、
〃
節
水
″
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

９
月
、
日
現
在
、
取
水
制
限
は

一
時
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

｜
湘
一
老
い
へ
の
対
応
を
探
る

一

高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
考
え

る
催
し
、
鋪
ｎ
回
「
老
い
へ
の

対
応
を
探
る
」
が
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
「
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
未
来
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

か
く
え
い

に
、
識
談
師
、
田
辺
鶴
英
氏
を

招
い
て
の
介
謹
体
験
談
を
は
じ

め
、
市
長
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
各
種
介
謹
用
品
・
機
器
の
展

示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
。

〃
助
け
合
い
の
あ
る
明
る
い
ま

ち
〃
で
、
生
き
生
き
と
幕
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

か
く
急
い

く
田
辺
鶴
英
コ
ー
ナ
ー
〉

＊
９
月
配
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
３
時
釦
分
：
．
識
談
師
（
田
辺

鶴
英
）
の
介
謹
体
験
「
鶴
英
ち

ゃ
ん
の
修
羅
場
介
謹
日
記
」

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ー
ナ
ー
〉

＊
調
日
（
日
）
午
後
１
時
如
分
か

ら
４
時
…
我
孫
子
ら
し
い
福
祉

に
つ
い
て
福
祉
関
係
団
体
の

代
表
者
が
市
長
を
囲
み
、
意
見

交
換
を
す
る
「
市
長
と
語
ろ
う

圓
諦
仙
耀
闘
鮒
鯉

團
中
央
公
民
館
（
入
場
無
料
）

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

0

1

後
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
ら
な

け
れ
ば
再
開
す
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。
水
は
限
り
あ
る

査
源
で
す
。
日
頃
か
ら
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
節
水
に
心
が
け

水
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
水
道
局

あ
び
こ
の
福
祉
」
に
ご
参
加
を

〈
配
・
”
日
の
催
し
〉

今
介
護
用
品
・
福
祉
機
器
コ
ー

ナ
ー
病
気
や
ケ
ガ
で
身
体
が

不
自
由
に
な
っ
た
時
に
、
日
常

生
活
を
支
え
る
工
夫
と
し
て
、

開
発
さ
れ
た
機
器
類
の
展
示

今
住
宅
改
造
コ
ー
ナ
ー
シ
ャ

ワ
ー
チ
エ
ア
ー
（
指
導
実
演
）
、

手
す
り
の
取
り
付
け
、
ス
ロ
ー

プ
、
包
丁
研
ぎ
お
よ
び
住
宅
改

造
相
談

季
相
談
コ
ー
ナ
ー
在
宅
で
の

生
活
を
支
え
る
在
宅
介
謹
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
・
リ
ハ
ビ

リ
相
談

今
そ
の
他
コ
ー
ナ
ー
ハ
ン
ガ

ー
、
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ド
、
バ
ザ

ー
な
ど
の
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
を

は
じ
め
、
健
康
体
操
、
コ
ー
ラ

ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
発
表

や
将
棋
、
囲
碁
、
オ
セ
ロ
等
の

遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
お
茶
コ
ー
ナ

ー
、
陶
芸
品
の
展
示

▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉

課
壷
（
顕
）
１
１
１
１

－

－

島 共存す人と が まる ち
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第933号

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
趣
味
や
文
化
活
動
に
利
用

で
き
る
場
所
と
し
て
、
市
内
各
地

域
の
小
学
校
余
裕
教
室
を
改
造
し
、

地
域
交
流
教
室
と
し
て
開
放
し
て

い
ま
す
。

す
で
に
我
孫
子
第
一
小
学
校
、

根
戸
小
学
校
、
高
野
山
小
学
校
、

湖
北
台
西
小
学
校
で
開
設
し
て
い

ま
す
が
、
ｍ
月
１
日
か
ら
新
た
に

布
佐
小
学
校
で
地
域
交
流
教
室
を

開
設
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
・
生
涯
学
習
活
動
や

健
康
体
操
な
ど
に
、
ま
た
、
継
続

し
て
使
用
し
た
い
方
も
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
日
時
＊
平
日
、
第
２
・

第
４
土
曜
日
、
日
曜
日
…
午
前
９

時
か
ら
午
後
９
時
、
＊
第
１
．
第

３
．
第
５
土
暇
日
．
：
午
後
１
時
か

受講晋募集一一>＝､
〆~、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
ご
利
用
を

学院大挙オーブンカレッジ申突
一

』■■■■■

未知の分野を学んでみませんか＝

中
央
学
院
大
学
で
は
、
毎
年

秋
に
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
る

「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
、
知
的
好
奇
心
を
膨

ら
ま
せ
て
、
未
知
の
分
野
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
下
表
参
照

▼
場
所
中
央
学
院
大
学

▼
受
講
料
。
講
座
内
容
受
講

案
内
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

中
央
学
院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ

ン
タ
ー
に
受
識
案
内
書
を
請
求

し
、
添
付
の
専
用
ハ
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
明
記
の
う
え
、
、
月

７
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に
久

一
Ｆ
壼
く
：
，
１
．
司
り
迂
多
戸
戸
』
／
一
戸
〃
イ

ら
９
時

▼
場
所
布
佐
小
学
校
学
童
保
育

室
隣
り

▼
広
さ
普
通
教
室
２
室
分
（
約

１
０
０
が
）

▼
設
備
机
加
脚
、
イ
ス
“
脚

▼
費
用
無
料

▼
利
用
方
法
あ
ら
か
じ
め
空
き

状
況
を
確
認
し
、
申
請
書
（
教
育

委
員
会
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

明
記
の
う
え
、
利
用
日
の
３
か
月

か
ら
７
日
前
ま
で
に
、
校
長
の
同

意
を
得
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
へ
提
出
。
（
年
間
を
通
じ
て
の

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社
会

教
育
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
じ

※
営
利
目
的
な
ど
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
理
１
１
５
１

寺
家
４
５
１
同
大
学
ア
ク
テ
ィ

ブ
セ
ン
タ
ー
壷
（
記
）
６
５
２
９

へ

Lノ

１
１

者多数の場合は抽選）（ とし一

９
月
型
日
は
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
協
会
が
定
め
る
「
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
・
デ
ー
」
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
日

一
蕊

講演
今
云

|単繍鱗ﾑﾈｽﾃｲ』
『ぼけ？その時家族は」
＝痴呆について考えてみませんか＝

●日程9月19日（木）●場所保健センター
霧

吾

…

に
ち
な
ん
で
講
減
会
「
ぼ
け
？
そ

の
時
家
族
は
：
。
」
を
開
催
し
ま
す
。

誰
も
が
老
い
て
ぼ
け
た
り
、
そ

の
介
謎
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
、
ぼ
け

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
場
所
９
月
四
日
（
木
）

午
後
１
時
訓
分
か
ら
３
時
鋤
分
、

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
辺
年
間
痴
呆
症
の
実

母
を
介
謹
し
て
き
た
講
師
が
痴
呆

の
実
体
と
対
応
を
紹
介
し
ま
す

▼
講
師
永
島
光
枝
（
社
団
法
人

呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会

千
葉
県
支
部
代
表
）

▼
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

在
宅
ケ
ア
係
壷
（
師
）
１
６
１
１

永島光枝さん

脳梗塞によりrぼけ」

が出現した実母の介謹

経験から、現在は痴呆

性老人介謹相談員、千

葉県痴呆性老人問題研

究会委員として活動さ
れています。

’
|’

|’
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

現
在
２
７
０
本
の
蝿
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

も
新
た
に
６
本
の
ア
ニ
メ
映
画
を

職
入
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
映
画
会
を
開
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
映
写
機
を
操
作
す
る
た

め
に
は
、
妬
ミ
リ
映
写
機
操
作
講

習
修
了
証
が
必
要
で
す
。

☆
新
着
フ
イ
ル
ム
「
鬼
が
ら
」

「
お
ん
ぶ
お
ば
け
」
「
か
え
る

と
王
女
」
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」

一
、
叫
温
１
１
‐
１
日
剥
皿
剛
晒
噸
忽
艦
岬
砥
瞭
蝿
圃
酬
い
岬
１
ヵ
回
か
幽
騨
Ｉ

振
恥
綱
咄
岬
岬
細
細
認
識
卿
、

潮
イ
罪
臘
新
霊
ミ
要
ィ
娑
豐
利
里

Ⅱ
冊
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会
も
開
催
し
ま
す

’
’ ：哩駒

｢かえると王女」新着フィルム

▼
日
時
、
月
珀
日
（
土
）
午
前
９

時
訓
分
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
教
育
委
員
会

▼
定
員
先
着
和
名

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と

お
り
骨
粗
し
よ
う
症
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
市
内
在
住
の
女
性
で
平

成
８
年
度
中
に
弱
歳
（
昭
和
逓
年

４
月
１
日
か
ら
同
”
年
３
月
誕
日

生
ま
れ
）
お
よ
び
即
歳
（
同
錘
年

４
月
１
日
か
ら
同
型
年
３
月
虹
日

「
ラ
ン
ボ
ー
の
う
そ
」

「
カ
バ

の
ポ
ト
マ
ス
」

骨
粗
し
よ
う
症
検
診
の
受
診
を

｜

’

I’|’
千
葉
県
で
は
、
９
月
”
日
か
ら

妬
日
ま
で
の
動
物
愛
謹
週
間
に
ち

な
ん
で
、
次
の
と
お
り
「
な
か
よ

し
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
％
」
を

開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
き
い
。

▼
参
加
費
無
料
（
昼
食
は
持
参
）

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

嘘
ミ
リ
映
写
機
操
作
識
習
会
参
加

希
望
と
明
記
し
、
、
月
４
日
（
金
）

ま
で
に
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
へ

園
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
云
（
理
１
１
５
１

生
ま
れ
）
に
な
る
方

▼
検
診
日
時
、
月
８
日
（
火
）
．

９
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
訓

分
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
鋤
分

（
日
時
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
）

▼
定
員
４
０
０
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
費
用
無
料

▼
持
参
検
診
通
知
〈
ガ
キ

鋤
か
ょ
肌
フ
エ
ス
ー
ァ
イ
バ
ル
鯛
を
開
催

’ Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

|’

’
▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
９
月
四
日
（
木
・
消
印

有
効
）
ま
で
に
湖
北
台
１
の
狸
の

蝿
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

（
生
年
月
日
は
正
確
に
記
入
し
て

く
だ
さ
じ

▼
場
所
。
問
い
合
わ
せ
保
健
セ

ン
タ
ー
垂
（
師
）
１
１
３
１

▼
日
時
９
月
妬
日
（
水
）
午
前
、

時
か
ら
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
内

容
を
変
更
し
て
実
施
）

▼
場
所
県
動
物
愛
謹
セ
ン
タ
ー

ご
り
ょ
う

（
印
旛
郡
富
里
町
御
料
７
０
９
の

１
・
駐
車
場
有
り
）

▼
内
容
動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
、

磯

平成8年事業所｡企業

統計調査を実施します

総
務
庁
統
計
局
で
は
、
ｍ
月
１

日
現
在
で
全
国
一
斉
に
平
成
８

年
率
業
所
・
企
業
統
計
調
査
を
行

い
ま
す
。

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
５

年
に
一
度
行
わ
れ
、
国
勢
調
査
と

並
ぶ
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調

査
の
一
つ
で
す
。
農
林
漁
家
を
除

く
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、

わ
が
国
の
産
業
織
造
や
率
業
活
動

の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
県
、
市
町

村
な
ど
の
施
策
や
計
画
立
案
の
た

め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
調

査
票
を
統
計
上
の
目
的
以
外
に
利

用
す
る
こ
と
は
法
律
に
よ
っ
て
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
各

事
業
所
の
プ
ラ
イ
バ
、
ン
Ｉ
は
、
し

っ
か
り
と
守
ら
れ
ま
す
。

９
月
下
旬
に
調
査
員
が
各
事
業

所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
統
計
係

壷
（
理
１
１
１
１
内
線
２
２
９
、

ま
た
は
壷
（
鰹
）
０
５
７
７
（
直
通
）

ポ
ニ
ー
・
ど
さ
ん
こ
乗
り
、
動
物

相
談
、
記
念
ス
タ
ン
プ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
バ
ッ
ジ
配
布
ほ
か

▼
参
加
黄
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
県
動
物
愛
謹
セ

ン
タ
ー
念
０
４
７
６
（
兜
）
５
７
１

１

’

－

講 座

バリ・ガムランコンサート

名作映画上映会
「午後の遺言状」

･監督識演会

日常生活から見たフランスと

フランス人
－－ー一

経済の動向と家庭

市民生活と地方自治

現代教育の課題と子どもたち

哲学の歩き方

｢折々 のうた」を読む

文化マーケティング論

はじめての手話

実用書道

簿記3級変格取得識座(A）

簿記3級盗格取得講座(B）

韓国文化の探究

=韓国語(ハングル)入門＝

中国文化と日本

=中国語入門＝

学生と語ろう「交流会」

福祉・ボランティアのこれか
らを考える

生活文化体験講座

講師名

イーデス．

ﾉ、ンソン

《1ﾆなら

囲立審蕊大学
少＜リーガムラ
ン研究会

かいと

新藤兼人監督

秋山民雄

ひさかず

山田謙一

ひろし

大久保皓生

あがゆさ

藤田晃之

佐藤英明

ていいち

大滝貞一

永野俊雄

千葉県ろうあ

団体連合会

りゅうせい

伊藤柳静

たかし

大久保隆司

阿部和子

愈主けん心

許賢茂

ていてつ

邸哲

学生

イア

ポランテ

吉沢久子他

黒澤正太郎

（写真家)他

日 時

10月17日(木)13：30～15：00
（聴講無料）

11月16日(土)14：00～16？00

10月26日(土)13：00～16：00

10月22日～12月17日までの毎週火脇日
(11月5日は除く）14：00～15：30

10月24日～12月19日までの毎週木曜日

(11月7日は除く）13：00～14：30

10月21日～12月16日までの毎週月暇日

(11月4日は除く）13：30～15：00

10月24日～12月19日までの毎週木脇日

(11月7日は除く）14：30～16；00

10月22日～12月17日までの毎週火I服日

(11月5日は除く）12：50～14：20

10月21日～12月16日までの毎週月曜日

(11月4日は除く）10：40～12：10

10月23日～12月18日までの毎週水珊日

(11月6日は除く）10：40～12：10

10月25日～11月29日までの毎週金曜日

(11月1日は除く）10：30～12：30

10月21日～12月16日までの毎週月11,日

(11月4日は除く）10：00～12：00

10月3日～平成9年2月6日までの毎

週木囎日10：00～12：00

※申し込みは、9月26日（木・必着）

までになります

10月23日～12月18日までの毎週水雌日

(11月6日は除く）14：30～16：00

10月21日～12月16日までの毎週月畷日

(11月4日は除く）14：00～16：00

10月17日(木)15：30～

10月23日(水)・25日(金)・29日（火）．
30日（水）13：00～14：30

10月21日(月)･22日(火)･24日(木)･28日
(月)･'1月15日(金)･16日(土)10:00~12:00

定員

250

200

400

20

15

20

20

20

15

20

15

15

30

15

15

15

30

50

15

冊
ミ
リ
映
写
機
操
作

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

移動暴力相談

をのご利用所

お困りの方は

ぜひご相談ください

暴
力
団
か
ら
不
当
な
要
求
や
嫌
相
談
く
だ
さ
い
。

が
ら
せ
を
受
け
て
お
困
り
の
方
を
▼
日
時
。
場
所
９
月
鵡
日

対
象
に
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
（
水
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
４

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
弁
謹
時
、
県
東
葛
飾
支
庁
（
松
戸
市
）

士
へ
の
紹
介
、
訴
訟
費
用
等
の
無
▼
問
い
合
わ
せ
（
財
）
暴
力
団

利
子
貸
し
出
し
、
保
謹
機
器
の
貸
追
放
県
民
会
議
事
務
局
壷
０
４

し
出
し
な
ど
を
し
ま
す
。
３
（
２
５
４
）
８
９
３
０
、
ま

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
た
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
壷
０
１

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
２
０
１
０
８
９
３
５
４
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８
月
、
。
ｎ
日
の
両
日
、
山
梨

県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
に
、
県
立
布
佐
高

等
学
校
３
年
、
木
村
健
司
さ
ん
が

レ
ス
リ
ン
グ
詞
蛇
級
）
に
出
場
。

ま
だ
同
県
で
８
月
２
日
か
ら

５
日
ま
で
、
同
大
会
の
ウ
エ
ー
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
銘
蛇
級
）
も
行

わ
れ
、
同
校
２
年
の
大
竹
智
法
さ

ん
も
出
場
し
ま
し
た
。

２
人
そ
ろ
っ
て
の
全
国
大
会
出

、 香りの震［蝋。

'アロマテラビーが静か浴人気

香りの療法

唖
全
国
総
合
体
育
大
会
に
出
場

レスリング54kg級に

出場◎3年、18歳 最
近
、
花
の
香
り
の
効
用
を
健

康
管
理
に
取
り
入
れ
る
「
ア
ロ
マ

ほ
う
こ
う
り
ょ
う
ほ
う

テ
ラ
ピ
ー
」
（
芳
香
療
法
）
が
静

か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
の
飲
む
も

の
か
ら
、
植
物
の
香
り
の
エ
キ
ス

を
肌
に
す
り
込
む
も
の
な
ど
、
使

い
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

今
回
は
、
香
り
の
商
品
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

◎
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
効
用

ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
ジ
ャ
ス
ミ
ン
、

レ
モ
ン
な
ど
の
香
り
の
す
る
花
や

草
は
、
古
く
か
ら
薬
や
食
材
と
し

て
生
活
の
な
か
で
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
パ
セ
リ
、
タ
イ
ム
、

バ
ジ
ル
は
料
理
の
ス
パ
イ
ス
と
し

て
、
ミ
ン
ト
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ロ

ー
ズ
な
ど
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
は
、

テ
ィ
ー
（
紅
茶
）
の
材
料
と
し
て

広
く
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
花
や
草
の
種
類
に

よ
り
効
用
も
違
い
ま
す
が
、
香
り

に
は
健
康
回
復
、
抗
菌
な
ど
の
作

場
に
、
中
島
正
彦
校
長
を
は
じ
め
、

学
校
関
係
者
は
、
二
重
の
喜
び
に

沸
い
た
。

レ
ス
リ
ン
グ
に
出
場
し
た
木
村

さ
ん
は
、
中
学
時
代
は
陸
上
部
。

高
校
に
入
っ
て
か
ら
は
兄
（
同
校

出
身
）
の
活
躍
に
影
響
き
れ
、
レ

ス
リ
ン
グ
部
に
入
部
。

持
ち
前
の
運
動
神
経
の
良
さ
を

生
か
し
、
め
き
め
き
と
実
力
を
つ

け
、
頭
角
を
現
わ
し
て
き
た
。

|’
q

卜

ウエートリフティング83kg

級に出場｡2年、16歳
用
が
あ
り
ま
す
。

◎
利
用
方
法

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と
し
て
の
利

用
方
法
は
、
大
き
く
分
け
る
と

「
飲
む
、
か
ぐ
、
ぬ
る
」
の
三
つ
が

あ
り
ま
す
。

「
飲
む
」
も
の
で
は
、
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
や
生
花
を
使
っ
た
〈
Ｉ

プ
テ
ィ
ー
が
一
般
的
で
す
。
気
分

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
き
せ
た
い
時
に
は

ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
オ
レ
ン
ジ
、
神
経

を
集
中
さ
せ
た
い
時
に
は
ロ
ー
ズ

と
い
う
よ
う
に
、
ハ
ー
ブ
ご
と
に

特
徴
が
あ
り
、
目
的
に
合
わ
せ
て

選
び
ま
し
ょ
う
。

「
か
ぐ
」
も
の
で
は
、
花
か
ら

香
り
の
成
分
を
取
り
出
し
た
糖
油

（
エ
ッ
セ
ン
ろ
を
、
芳
香
器
で

温
め
て
香
り
を
出
す
方
法
が
一
般

的
で
す
。
芳
香
器
は
、
素
焼
き
で

ろ
う
そ
く
を
使
う
も
の
と
電
球
に

よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
ぬ
る
」
も
の
と
し
て
は
、
精

油
を
希
釈
用
の
オ
イ
ル
で
薄
め
、

大
会
で
は
、
惜
し
く
も
２
回
戦

敗
退
と
悔
し
い
思
い
を
し
た
が
、

８
月
”
日
か
ら
大
阪
府
（
茨
木
市
）

で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
生
グ
レ
コ

ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
選
手
権
大
会

で
は
５
位
に
入
賞
。
今
は
、
月
に

広
島
市
で
行
わ
れ
る
国
民
体
育
大

会
に
向
け
、
調
整
に
余
念
が
な
い
。

「
高
校
生
活
最
後
の
公
式
試
合

な
の
で
、
悔
い
の
な
い
試
合
を
し

た
い
」
と
闘
志
を
燃
や
す
。

手
足
な
ど
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
方

法
で
、
皮
膚
を
刺
激
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
精
油
は
、
吸
入
、
湿

布
、
う
が
い
、
ク
リ
ー
ム
な
ど
使

い
方
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
「
挫

い
も
の
な
の
で
直
接
肌
に
つ
け
な

い
、
種
類
に
よ
っ
て
は
妊
娠
中
な

か
ん
ｇ
つ

ど
は
使
わ
な
喰
柑
橘
系
は
紫
外

線
に
当
た
る
と
か
ゆ
み
や
し
み
の

原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
日

ま
た
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
に
出
場
し
た
大
竹
さ
ん
は
、

ス
ナ
ッ
チ
妬
睦
に
挑
ん
だ
が
、

突
然
、
腰
痛
に
見
舞
わ
れ
る
ア

ク
シ
デ
ン
ト
で
無
念
の
棄
権

と
な
っ
た
。

「
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮

で
き
ず
残
念
で
す
。
こ
の
経
験

を
バ
ネ
に
、
来
年
は
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
く
語
る
。

お
り
し
も
今
年
は
４
年
に
１

度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
ア
メ

リ
カ
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ

ン
タ
）
で
開
催
。
Ⅳ
日
間
に
渡

る
競
技
は
私
た
ち
に
多
く
の
夢

と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

両
選
手
に
は
将
来
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
す
選
手
と
な
る

よ
う
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

長
寿
に
向
け
た
生
活
設
計
を
考

え
る
う
え
で
、
最
も
大
切
な
「
健

康
」
に
関
す
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
。
場
所
９
月
調
日
（
日
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
、
市
川

市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
。
定
員
お
お
む
ね
如
歳

光
に
触
れ
る
部
分
に
は
使
わ
な
い
、

乳
幼
児
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
保
管
す
る
」
な
ど
の
注
意
が
必

要
で
す
。

精
油
の
種
類
は
、
花
の
品
種
や

果
皮
、
樹
皮
な
ど
の
エ
キ
ス
の
抽

出
部
分
で
異
な
り
、
そ
の
種
類
は

数
ｍ
種
に
も
及
び
ま
す
。

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
香
り
は
ス
ト
レ

ス
か
ら
開
放
す
る
効
果
が
あ
り
、

｡

蘓
塚
，
鰯
膠
鋳
際
し

加
参
渉
髪

以
上
の
方
、
先
着
１
０
０
名

▼
内
容
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

情
報
提
供
お
よ
び
ア
ド
バ
イ
ス

▼
受
講
料
無
料
（
昼
食
は
持
参
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
９
月
聖
日
（
火
）
ま
で
に
（
財
）

千
葉
県
長
寿
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

事
業
課
壷
０
４
３
（
２
４
４
）
７
１

５
９
へ

ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
も
芳
香
器
を
導

入
し
て
、
仕
事
の
効
率
化
を
図
る

取
り
組
み
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
商
品
だ
け
で
な
く
、

日
常
生
活
の
中
で
も
森
林
浴
な
ど

身
近
な
場
所
で
緑
と
親
し
ん
だ
り
、

花
畑
な
ど
で
ゆ
っ
た
り
す
る
こ
と

も
、
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
は
必

要
な
こ
と
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
容

（
理
１
１
１
１
内
線
３
２
９

「･~－．

’
／〆
~k 八

月
に
「
船
戸
の
森
」
を
の
ぞ

く
と
、
薄
暗
い
林
の
下
に
ハ
エ
ド

牙無料法律相談所を開設 鷺

’
〃0，，

あ
《
』

職
Ｒ
、
、

ア
し／－● ､－、募

寸
ｉ
倒

▼
日
時
、
月
４
日

（
金
）
午
前
、
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

▼
場
所
千
葉
地
方
・

家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部

▼
相
談
内
容
金
銭
、

不
動
産
等
の
民
事
上
の

紛
争
や
夫
婦
、
相
続
等

家
庭
内
の
悩
み
事
ほ
か

▼
愛
用
無
料

※
受
け
付
け
は
先
着
順

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉

地
方
・
家
庭
裁
判
所
松

戸
支
部
壷
０
４
７
３

（
鮨
）
５
１
４
１

ヨ

１
１

10

ク
ソ
ウ
が
群
生
し
、
長
い
花
茎
を

の
ば
し
て
淡
紅
色
の
花
を
つ
け

て
い
ま
し
た
。
花
は
長
さ
が
五
～

六
ミ
リ
で
、
唇
形
で
す
が
、
下
唇

の
ほ
う
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

花
は
花
穂
の
下
か
ら
上
へ
と
順

に
咲
き
、
つ
ぼ
み
の
う
ち
は
上
向

き
で
す
が
、
開
花
が
近
づ
く
と
検

向
き
に
な
り
、
花
後
に
で
き
る
果

実
は
下
向
き
で
、
茎
に
ぴ
っ
た
り

〔 平成9年度く＊

国立秩父学園附属保護指導

職員養成所養成部生徒を募集

pj_平成9年度
I

ﾊエドクソウ
(はえどくそう科）

$

が
三
つ
に
裂
け
、
カ
ギ
状
に
曲

と
げ

が
っ
た
刺
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花
後
に
で
き
る
果
実
は
ガ
ク

に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

刺
は
果
実
を
動
物
の
体
に
ひ
っ

か
け
、
種
子
を
散
布
す
る
の
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ
は
別
名
を
ハ

エ
ト
リ
ソ
ウ
と
い
い
ま
す
。

昔
は
こ
の
草
の
根
を
す
り
つ

ぶ
し
て
飯
粒
と
練
り
合
わ
せ
、

は
え

紙
に
塗
っ
て
蝿
取
り
紙
に
し
ま

し
た
。ま
た
、
根
を
す
り
癖
し
て
ト

イ
レ
に
入
れ
、
ウ
ジ
殺
し
に
も

使
い
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

国
立
秩
父
学
園
附
属
保
護
指
導

職
員
養
成
所
で
は
、
将
来
、
精
神

薄
弱
関
係
福
祉
分
野
で
仕
事
を
し

た
い
人
を
対
象
に
、
養
成
部
生
徒

の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格
。
定
員
左
表
参
照

▼
修
業
年
限
１
年
間
（
原
則
と

し
て
全
寮
制
）

▼
試
験
日
。
試
験
科
目
第
１
次

．
：
平
成
９
年
１
月
８
日
（
水
）
教
菱

試
験
、
第
２
次
…
１
月
９
日
（
木
）

小
論
文
、
面
接

▼
願
書
受
付
ｎ
月
１
日
（
金
）
か

ら
哩
月
、
日
（
火
・
消
印
有
効
）

※
願
書
の
請
求
等
詳
し
く
は
、
〒

３
５
９
埼
玉
県
所
沢
市
北
原
町
８

６
０
国
立
秩
父
学
園
附
属
保
錘
指

導
職
員
韮
成
所
云
０
４
２
９
（
理

４
１
３
７
へ

寄
り
添
花
の

！

きむらけんじ

木村健司さん

おおたけとしのり

大竹智法さん

（あびこ市民プﾗ子~フ

第4回『回匿一

コ診鯵一卜』を開催

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆
▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
ロ
ビ
ー

巻
ざ
も
と
お
の
み

さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
▼
出
演
＊
笹
本
小
野
美
・
・
・

音
楽
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
（
ピ
ア
ノ
）
＊
内
藤
雅
子
…

く
た
め
、
市
内
の
若
手
音
楽
家
に
（
フ
ル
ー
ト
）
＊
五
人
会
…

よ
る
第
４
回
「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
（
ピ
ア
ノ
ほ
か
）

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
▼
曲
目
＊
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
…

若
い
才
能
を
皆
さ
ん
で
支
援
し
、
「
版
画
」
よ
り
塔
＊
シ
ョ
パ

育
て
る
と
と
も
に
、
土
雌
の
午
後
、
ン
…
ノ
ク
タ
ー
ン
＊
パ
ー
セ

く
つ
ろ
い
だ
ひ
と
と
き
を
お
遇
ご
ル
．
：
な
ん
と
楽
し
い
花
盛
り
の

し
く
だ
さ
い
。
野
と
森
よ
ほ
か

▼
日
時
９
月
幻
日
主
）
、
開
演
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ

…
午
後
５
時
訓
分
（
入
場
無
料
）
垂
（
理
２
１
１
１

(~蓼茄著寡蘂~）

欝豐
秋
の
夜
空
に
輝
く
ア
ン
ド
ロ
メ
お
よ
び
天
体
観
測
、
ペ
ッ
ト
ボ

ダ
座
や
カ
シ
オ
ペ
ア
座
を
、
観
測
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
作
製

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
対
象
。
定
員
中
学
生
、
先

▼
日
時
ｎ
月
９
日
主
）
午
後
１
着
如
名

時
か
ら
、
日
（
且
午
後
３
時
ま
で
▼
参
加
費
３
３
０
０
円

の
１
泊
２
日

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

▼
場
所
県
立
手
震
の
丘
少
年
自
電
話
で
９
月
鋤
日
（
月
）
ま
で
に

然
の
家
（
沼
南
町
）
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

▼
内
容
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
愛
霊
（
里
１
９
２
３
へ

保
母
専
修
科

保
母
資
格
を
有
す
る
方

ま
た
は
平
成
９
年
３
月

ま
で
に
責
格
取
得
見
込

み
の
方

各科あわせて40名

、
児
童
指
導
員

・
社
会
福
祉
主
事

■

児
童
指
導
員
科

４
年
制
大
学
を
卒
業
ま

た
は
平
成
９
年
３
月
に

卒
業
見
込
み
の
方

．
児
童
指
導
貝

・
児
童
福
祉
司

・
糟
神
薄
弱
者
福

祉
司

．
社
会
福
祉
主
事

学
科

受
験
賓
格

卓
迄
已
戻

取
得
資
格
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’ ’１
１
１
１ 社会福祉協議会では、在宅福祉

事業の増進のだめの即売バザーを

開催します。多くのご来場を、お

待ちしています。

シ日時9月29日(日)午前10時か

ら午後2時頃まで

し場所寿市民センター

し問い合わせ社会福祉協議会壷

(84)1539

’
1■■

ｰ

や
が
劇
や
ん
毛

『，

いししけい

関」
‐佳くんコ
たく

ｳ､月)卓〈ん

唾
白
戸

石

罰7 めざす人向きの講座です。

’’l認か月）遇
医定員先着15名

仁曰時＊奇数コース…毎月第1．

3火曜日の2回、＊偶数コース…

毎月第2．4火曜日の2回、いず

れも午後6時から9時（10月から

どちらかのコースを選択）

し場所中央公民館

し内容漢字・仮名の墓本から

少受講料月額2500円

し募集人員各コース先着25名

し申し込み・問い合わせ電話で

小笠原壷(88)6000へ

’ 惨日時・場所10月2日(水)午前

固国・回’
10時から午後3時、市民相談室

回国回国
順延〉伝参加責格市内在住者1チーム

し種目一般男子1．2部（ラン7名（監督を含む）

ク別・高校生以上44歳以下）、－し参加費無料

般女子の部(高校生以上44歳以下)、歩申し込み・問い合わせハガキ

し参加費無料会のみ有料です）

歩場所・問い合わせ湖北台幼児惨場所湖北中学校体育館

教室壷(88)0185（だだし、月・水・伝申し込み・問い合わせ電話で、

金曜日の午前9時から正午）9月30日(月)までに同式典事務局

国.国国
白烏容(88)2042へし職種・定員臨時保田、若干名

し資格保母資格を有する50歳位

までの健康な方

惨勤務時間午前8時30分から午

後5時

し貢金時給880円(通勤手当は別

途支給、有給休暇有り）

〃申し込み・問い合わせ履歴雲

(写真貼付）に資格証明書（写し）

を添付し、児童保育課保育係a

(85)1111内線322へ持参

※出席できない方で記念誌を希望

される方は、3000円で販売します。

⑬⑤⑨囹團陰参加費1チーム600円

し申し込み．問い合わせハガキ

に2人の住所､爵茗､年齢､電話

中学生の子どもをお持ちのお父さ

’
夏目漱石などの創作活動をかきだ基金にと寄付がありました。

シ日程・場所＊PTAの部（9ん、お母さんぜひご参加ください。 てだ房総の魅力を探る。

惨日程・場所11月2日(土)から

4日(体)、つくし野コミュニティ

ホールほか

し募集締め切り10月10日(祝)ま

で

※詳しくは武者小路壷(84)4394へ

16⑤

’ 蝋
》
９
月
鰯
溌

伝申し込み・問い合わせハガキ惨問い合わせ明るい社会づくり １
１に大会名、チーム名、代表者の住柏地区祥進連絡協議会盃(34)7271

ふ叩がな

所、氏名、電話番号を明記し、P｜▽ｲに這眼含||:古ﾜR閏住聿会 し曰時・場所9月27日(金)午前

10時から午後3時、市民会館

しテーマ「理想と現実のギャッ

プをどう思いますか」

修参加費500円

し問い合わせ（財)野村生涯教育

センター壷03(3320)1861

TAの部は9月21日（土・必着）
4脚fIzさみ

までに中峠2051の9大狭悦子壷

あ8

章密(87)6066へ

I
少曰時9月22日(日)、開場…午

陰巳時g月29日(日)午後1時30前10時、開演…10時30分

分から3時30分伝場所湖北地区公民館 ’ ’
伝場所新木近隣センターし入場料無料 世曰時9月29日(日)、開場･･午

後4時30分、開演･･･5時

惨入場料S席…4500円、A席･…

4000円（全席指定）

※小学校入学前のお子さんの入場

はお断りします。

惨入場券発売所平賀書店、ミリ

オン楽器我孫子店、ブツクススズ

キ、荒井書店、あびこサービスセ

ンター、レコードあつぶる、ポピ

ー、市民会館内売店ひろがり、学

友堂布佐店、柏そごう、柏高島屋、

取手とうきゅう

※9月19日(木)からは、市民会館

内売店ひろがりのみの取り扱いと

なりますのでご注意ください。

垂問い合わせ教育委員会社会教

育課査(85)1151

伝内容新木出身の若手音楽家が伝問い合わせ久保田盃(88)4364

奏でるクラリネット、ピアノ、打

楽器演奏

少出演トリオハーモニツクフエ世曰時9月29日(日)午前9時30

ロウズ…伊勢友一（打楽器)､堀恵分から午後4時30分

子（クラリネット)､塩崎文子（ピし場所湖北地区公民館

アノ）し入場料無料

｜伝入場料無料し問い合わせ菜蝉査(88)1243

｜陸問い合わせ新木近隣ｾﾝﾀー
垂(88)2010 転職

議

篭

し日時10月6日(日)午前10時か

ら午後4時20分

ヶ場所幕張メッセ

レテーマ今あなたにできること

し定員先着300名（入場無料）

世申し込み・問い合わせ電話で

9月17日(火)までに(財)干葉県環

境財団冠043(224)2691へ

’し日時’0月6日(日)､開場…午
後0時30分、開演･･1時

歩場所市民会館

惨入場料2000円（全席自由）

し入場券発売所平賀書店

陰問い合わせ石原壷(82)0161

一

』
一

実践英語講座受講生第21回社会福祉協議会
即売（ザー 下水道事業受益者負担

金の納付期限について
9月30日(月)は、下水

道事業受益者負担金第2

期分の納付期限です。

忘れずに納めましょう。

=下水道課冠(85)1111＝

‐、

ひらのなっほ

平野夏帆ちゃん
(高野山･1歳2か月）

夜間書道教室 全国者司法書士登記相談

平成8年9月1日現在＊人□126,000人(前月比十190人）

＊男62,997人＊女63，003人＊世帯数43,860世帯

湖北台幼児教室公開保育
市民親睦ゲー ﾄボー ﾙ絵

リブ'ﾄﾃﾆｽ眠絵(ダﾙｽ）
湖北中学校創立50周年
記念式典・祝賀会

保育園 扁時職員

千葉県提
｢千葉さわ

供
や
特別番組
か散歩'96」

家翻育勉強会｢いじめについて」
気づいてあげる子供のSOS

バﾚー ボー ﾙ市民大会
第13回我孫子市北部地域文化祭
｢絵画・書道・手工芸｣作品

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻーピｽ公(85)1313

17火

18水

19木

20金

21土

ZZe

Z3e

24火

25水

2⑰木

27金

2S士

ZOe

30月

”鳥の博物館休館
可つつじ荘・西部福祉センター休館

毎鳥の博物館休館

m･法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
‘詞･市民プラザ休館

画税務相談＝市民相談室10;00～15:00(予約制）

野外国人相談＝市民ブラザ13:30～15:30

金市役所閉庁(一部の施設は除く）

画少年の日

画日曜当番医＝テレホンサービス
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■

毎休日救急歯科診鼠日=休日却急歯科診畷所(市民会館内)9:00~11:30

画休日当番医＝テレホンサービス

塚休日救急歯科診凝日=休日鮒慮歯科診嚴所(市長法館内)9:Ⅱ~11:30
"市民画襲館休館

雷つつじ荘・西部福祉センター休館

軍法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画市民会館・市民図書館休館

m･鳥の博物館休館

軍馬の博物館休館

"人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

画水道料金納入期限＝口座振替円

原画･市役所閉庁(一部の施設は除く）

西日曜当番民＝テレホンサービス

函･休日救急歯科諏日=休日救急歯科認斬(市民合館内)9:M~11:30.

画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

毎市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館

毎市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館
願｡国民年金保険料納期限＝口座振替日

画休日当番戻＝テレホンサービス

金休日救急歯科診霞日=休日救急歯科診畷所(市民会館内)9:00~11:30
母市民会館・市民図書館休館
可つつじ荘・西部福祉センター休館

野村生涯葬測絵割I者

文化連盟創立25周年記念
第4回我孫子市民謡連合会大会

日舞・新舞踊・民舞
｢第2回風の会発表会」ザ・コンサート

楽のおとVb1.1J

来生たかおコンサート

我孫子吟詠会
創立20周年記念吟道大会

I記ﾝジｳﾑ'96干葉鋪


